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論

説

、

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(
二
)

ぬ

鎌

倉
.時

代

の
家

族

制

度

鍋
+
巻

(第
三
號

三
六
)

三
四
四

(
二
)

三

浦

用

布

」

一二

式
目

の
家
族
制
度

亀

貞

永
式
目
を
通
じ
て
氏
族
制
度
に
關
す

る
.修
女
は
こ
れ
あ
る
を
見
す
。
家
督

の
相
続
は
勿
論
女
子
の
養
子

に
關

す
る
僚
友
に
於
て
も
何
等
氏
族
的
關
係
に
及

び
居
ら
ざ
る
な
b
。

家
族
制
度

に
つ
き
て
見

る
も
、
必
事
し
も
今
日
の
意
味
に
於
て
の
戸
主
制
度
な
り
ε
せ
か
。
戸
主
を
総
領
ご
い

.

ふ
は
常
時
の
蓮
用
語
な
が
ら
、
式
目
に
於
て
惚
領
の
実
字
を
使
用
せ
る
は
第
三
十
八
條
に
総
地

頭
を
惚
領
ざ
い
へ

る
ε
こ
ろ
の
み
。
こ
は
即
ち
前
章
に
説
け
る
惚
領
地
頭
な
る
も
の
に
し
て
、
必
ず
し
も

一
.族
關
係
あ
る
に
.あ
ら
す

家
よ
ワ
は
寧

ろ
所
領
を
主

ε
せ
る
名
稠
な
り
。
こ
れ
を
外

に
し
て
は
家
督
相
続
入
を
嫡
子
ご
い
ひ
、
其
他
を
庶
子

ご

い
ふ
ご
ε
第
二
十
二
條

の
如
き
も
の
あ
り
ε
難
こ
も
、
專

ら
家
督
相
続
開
始
以
前

の
租
た
る
が
故
に
、
嫡
子
を

以
て
適
確

に
戸
主
を
意
味
す
ε
解
す

べ
か
ら
す
。
然
ら
ば
式
目

の
儘
女
中
に
於
て
戸
主
に
相
當
す

る
ご
こ
ろ
は
如

何
な
る
用
語
を
使
用
せ
ら
る

、
や
こ
い
ふ
に
、
第

二
十
二
悠
は
主
ざ
し
て
財
産

の
相
続
に
閲
す
る
規
定
な
る
も
丙

其
丈
中
に
「
今
所

レ立
之
嫡
子
分
」
云
々
ε
あ
る
嫡
子
は
家
督
相
縷
人
を
意
味
す
る
な
b
。
然

る
に
こ
れ
を
定
む
る

π.



ゴ
ト
ガ

キ

は
其
親
に
し
て
、
事
書
〔標
目
)
に
は
父
母
と
あ
れ
ざ
も
、
多
一

の
場
合
、
父
な
り
ご
看
做

さ
ゴ
る
べ
か
ら
す
。
財

産
の
相
続

に
つ
き
て
は
本
條

分
外
.
第
十
八
僚
は
父
母
が
女
子

に
譲
興
せ
み
所
領
を
取
戻
す
ご
ピ
を
得

る
を
規
定
.

せ
る
も
の
な

る
が
、
そ
れ
に
は
被
相
続
人
を
父
母

こ
酔
ひ
、
叉
親
ε
い

へ
り
看
第

二
+
條
は
父
母
が
真
子
に
譲
状

を
與

へ
し
後
其
子
死
去
す
る
に
於
て
は
遺
産
は
任
意
に
庭
分
す

幽
し
ご
の
規
定
な
お
が
.
そ
れ
に
は
父
母
ε
い
ひ

又
又
皿
(相
続
人
は
子
孫
)
ε
も

い
へ
り
.
第
二
十
六
條
は
父
母
が
子
に
譲
興
せ
る
所
領

に
糊
し
て
安
堵

の
下
女
を

受
け
し
後
其
所
領
を
取
戻
し
て
他

の
子
に
譲
興
す
る
を
得

る
規
定
な
る
が
、
そ
れ
に
は
父
母
こ
も
親
ご
も
書
け
り

第
二
十
五
僚

は
關
東
の
御
家
入
が
公
卿
に
嫁

せ
る
女
子
に
譲
興
せ
る
所
領

に
謝
し
て
御
家
入
の
義
務
を
負
は
す
る

規
定
な
る
が
、
そ
れ
に
は
親
父
こ
い
へ
り
。
養
子
の
場
合
に
つ
き
て
見

る
に
、
第
廿
三
篠
は
貰
子
な
き
女
子
が
養

・子
に
所
領
を
譲
興
す

る
規
定
な

る
が
、
そ
れ
に
は
無
二其
子

一之
女
人
亡
い
へ
り
コ
次
に
夫
婦
關
係
に
つ
き
て
見
る

に
、
第
二
十

「
條
は
夫
が
故
な
く
し
て
妻
を
離
別
せ
る
場
合
は
先
き
に
譲
奥
せ
る
所
領
を
取
戻
す
を
得
ざ
る
規
定

な
る
が
、
そ
れ
に
は
被
相
続
人
を
夫
ご

い
ひ
、
前
夫
ざ

い
へ
り
。
第
二
十
四
條
は
寡
婦
の
再
婚
す
る
場
合
に
犬
よ

b
相
続
せ
る
所
領
を
亡
夫

の
子

忌
議
興
す
べ
し
`
の
規
定
な
乃
が
そ
れ
に
は
夫
と
い
ひ
亡
夫
ピ
い
へ
り
。

是
を
以
て
観

る
に
、
式
口
分
條
文
中

に
は
戸
主
又
は
戸
主
権
に
關
す

る
も

の

　
も
こ
れ
あ
る
な
く
、
戸
主
ε
い

ふ
べ
き

ε
こ
ろ
に
は
父
若

し
し
は
母
&
い
ひ
無
二
真
子

一之
女
人
〔養
母
)
ε
い
ひ
、
叉
父
祖
亡
い
ひ
夫

ξ
い
ひ
(
前

夫
亡
夫

ε
い
へ
る
の
外
、
正
し
く
戸
主

に
相
當
す

べ
き
用
語
を
見
出
だ
さ
コ
る
な
り
。
こ
れ
式
目
の
将
帥
が
戸
主

.

論
,
説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(二
)

殉

第
十
巻

(第
三
號

三
七
)

三
四
五



電

請
.
説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(二
)

,
.

第
†
巻

(第
三
號

三
八
)

三
四
六

た

る
が
故

に
其
特

権

の
認

む

べ
き
も

の
あ

る
に
あ

ら
す

し

て
、
父
母

た
り
失

投

る
が
故

に
然
b

ご
す

る
に
あ

る
を

思
ふ

べ
し
。

今
更

に
是
等

の
規

定
を
通

じ
て
親
子
夫

婦
等

の
公

法
上
の
關
係

を
見

る
に
、
親

は
成

長
せ

る
子
を
幕

府

に
薦

め
て
任
官

せ
し
む

る
こ

`
を
得
え
り

(
二
一、↓〉
。
故

に
父

の
戸

主

女
る
場
合

に
.
家
族

だ

る
子
は

こ
れ

ご
同

じ
く
公
職

に
就
き

、
功
弊

あ
れ
ば
亦

こ
れ

ε
同

じ
く
所

領

の
恩
給
(
恩
地

)
に
預

る
⊂
ε
を
得

π
b

し
な

り
。
承

久

の
戦

役

に
於

て
、
若

し
父

子

の

一
方

が
官
軍

(恵
方
)
に
厨

し
、

　
方

が
幕
府

(關
東

)
に
属

せ
り

こ
せ
ば
、
も

ε
よ

り
其
賞

罰
を
異

に
す

べ
《

(
一
七

)
、
又
子
孫

が

父

尉

の
讐

を
復

せ
⊥

場

合
を
除

く

の
外

、

父
子

の

一
方

が
散
殺

若

し
く
は
謀

殺

の

罪
を
犯

せ
り

ご
も
、

一
方

が
真
情

を
知

ら
ざ

る
に
於

て
は
亦

こ
れ

に

坐

せ

し
め
季

(
「
○
)。

夫
婦

の
間
亦

同
じ

く
、
夫

の
或
種

の
重
罪

を
除

く

の
外

故
殺
犯

の
如

き
は
妻

は
こ
れ

に
坐

せ
し

め
ざ
る
な
り

(
一

一

)
。親

(若
し
く
は
夫
)
が
戸
主
た
り
し
場
合
に
家
族

た
る
其
子
〔若
し
く
は
妻
)
の
公
方
面

に
人
格
者
ご
認
め
ら
れ
た

る
こ
ε
吐
く
の
如
し
。
私
方
面
に
於
て
も
亦
必
争
心
も
其
人
絡
を
無
税
せ
ら
る

、
二
ε
な
か
b
し
な
り
。

こ
れ
を
夫
婦
の
關
係
に

0
き
て
見

れ
ば
、
式
目
は
夫
が
妻
に
所
領
を
謳
興
す
る
こ
`
を
認
め
、
妻
が
重
罪
を
犯

せ
る
爲
め
に
離
婚

せ
あ
れ
た
る
場
合
は
夫
婦
の
財
産
契
約
を
取
消
す
こ
ご
を
得
る
も
、
こ
れ
に
反
し
て
故
な
く
離

婚
せ
ら
る
れ
ば
夫

に
於
て
其
先
に
譲

興
せ
る
所
領

の
返
還
を
求
む
る
こ
と
を
得
申

(二

一
)。
只
夫
の
死
後
は
貞
操

、

を
守
り
て
其

の
菩
提
を
弔
ふ

べ
き
も
の
ε
な
し
、
此
く
の
如
き
寡
婦
の
再
婚

せ
る
場
合
は
馬
亡
夫
よ
り
譲
渡
せ
ら

凸



,

・
廃

る
所
領
は
こ
れ
を
讒

し
て
亡
夫
の
子

に
支
給
し
、
若
し
子
な
乱

騰

適
嘗

嚢

を
取
る
.べ
し
三

四
)
・

以
上
は
夫
婦
間

の
財
産
制
な

る
も
式
目
第
十
入
條
に
は
父
母
が
女
子
に
所
領
を
譲
與
す

る
規
定
あ
り
、
第

二
十

三
條
に
憾
女
子
が
實
平
な
き
場
合
に
所
領
を
養
子
に
謹
興
す

る
規
定
あ
り
、
又
第
十

一
條
に
ぽ
夫
の
犯
罪
に
坐
し

て
{婁
の
所
領
を
渡
牧
す

べ
き
や
否
や
に
つ
き
て
の
規
定
あ
り
、

、妻

の
所
領
に
は
夫
の
譲
與
を
受
け
た
る
も
の

、
外

典
交
叉
は
母
よ
り
護
興
せ
ら
れ
た
る
も
あ
る

べ
く
、
夫
婦
の
間

に
子
な
き
場
合

に
は
養
子
を
し
て
相
縷
せ
し
め
た

誇
、
而
し
て
夫
の
罪
に
坐
し
て
浅
牧
せ
ら
れ
若
し
く
は
渡
牧
を
免
れ
し
所
領

に
は
此
又
又
は
母
よ
り
譲
興
せ
ら
れ

な
る
も
あ
る

べ
く
、
叉
夫
よ
り
譲
興
せ
ら
れ
な
る
も
あ
る
べ
し
。
第
二
十
五
僚
は
幕

府
に
祗
候

せ
る
女
官
が
共
所

領

に
相
當
す

る
義
務
を
負
ふ
べ
き
こ
己
φ
規
定
せ
り
。
こ
れ
主

ピ
し
て
將
軍
若
し
く
は
其
御
墓
所

に
附
随
し
て
京

都
よ
り
来
り
幕
府
に
仕
ふ
る
も
の
に
っ
き
て
の
規
定
な
が
ら
、
御
家
人
の
女
子
も
こ
、れ
ε
同
じ
く
、
幕
府
に
仕

へ

て
恩
給
に
預
る
も
の
あ
れ
ば
、
彼
等
の
所
領

に
は
此
種
の
恩
地
も
亦
こ
れ
な
き
に
あ
ら
ざ
る

べ
し
。
而
し
て
式
目

は
家
族
ε
し
て
の
妻
が
所
領
を
其
特
有
財
産

ε
し
て
所
有
す

る
を
認

め
だ
り
し
な
り
。

只
夫
婦
財
産
制
上
特
に
注
意
を
要
す
る
は
御
家
人
の
女
子

に
し
て
月
卿
雲
客
即
ち
公
卿
ε
婚
姻
せ
る
も
の
に
所

領
を
譲
興
す
る
こ
寒

り
手

。
所
領
あ
れ
ば
肇

霧

あ
り
、
然

る
に
武
家
の
公
家
に
於
け

る
繕

ほ
含

の

国
際
關
係
の
㌍

、
公
卿
は
幕
府
の
治
外
に
立

つ
も

の
な
b
。
散
髪

し
庇
護
與
に
依
り
て
御
家
人
の
所
領

が
其

女
子
の
夫
た
る
公
卿
の
管
理
に
締

し
、
御
家
人
役

の
源
泉
涸
渇
を
来
す
が
如
き
こ
ε
あ
ら
ん
か

、
幕
府
に
取
b
て

論

説

讐

時
代
の
謹

製

三
)

筆

雀

(第
三
號

三
九
)

三
里



論

説

讐

時
代
の
援

製

三

)

第
霧

、
(第
三
號

四
Q
)

三
興

は
警
戒
す

べ
き
損
失
だ
る
を
免
れ
争
。
是
を
以
て
式
目
第
二
十
五
條

臓
女
子
の
父
が
生
前
其
身

分
あ
る
女
婿
に
優

冠
し
て
・
自
ら
分
割
譲
奥
せ
る
所
領

の
義
務
を
負
捲
し
な
り
ε
す

る
も
、
死
後
は
其
所
有
者

に
向

っ
て
こ
れ
を
催

徴
す

べ
く
、
若
し
公
卿

の
権
威
に
誇
り
て
こ
れ
を
怠
る
に
於
て
は
、
其
所
領
を
返
還
せ
し
む

べ
き
こ
ε
を
規
定
せ

り
。

こ
れ
幕
府
が
其
財
源
を
涵
養
す

る
の
自
衛
策
に
出
で
た
る
も
の
に
外
な
ら
す
。

次
に
親
子
關
係
に
ヴ
き
て
考
察
せ
ん
に
、
式
目
に
於

て
子
籍

す
る
も
の
に
は
三

嫡
子
三

)庶
子
及
び
(三

義
子

の
三

あ
り
、
第
二
十

二
條

に

一
父

母
所
領

配

分
時

、
錐

レ非

二
義
絶

↓
不

レ譲

二與
成

人
子
息

】事

、
.

ラ
　
む

喜

親

以
二突

掌

二
有
二塞

乏

問
、
噺
動

厚
意

↓
積
・甥

・之
庭
、或
就
・難

名
醤

口鼓

依
・↑
庶
子

ラ
　
　

之
鍾
愛

↓
其
ヂ
錐

レ不

レ被
二
義
絶

↓
忽
漏

二
後
庭

分
↓
佗
際

之
條

、非

糠
之

至
也
」
、
傍
割
二
合
所

レ立
之
に
嫡

子

分
↓

、以
一一五

分

『

呼

レ
宛
二
給
鯉

厨
ど
分

一也
、
但
錐

レ爲

二
少

分

一於

二
計
宛

一巻

、
不

レ論

二嫡

庶
↓
宜

レ依
二
謹
跡

己
抑
雌

レ

ラ
　
む

爲
に
嫡

子

↓
無
=
指
奉
公

↓
叉
無

二
不
孝
之
輩

一者

、
非

二
沙
汰

之
限

一ム矢
、
」

ご
見

え
た
る
は
式

且
、の
僚
文
中

嫡
庶

の
別
を

示
せ

る
唯

一
の
規
定

な
り
。
然

る
に
此
女

中
嫡
庶

の
意
義
前

後

に
依

ラ

ヤ
カ
ヘ

へ

も

へ

　

　

つ
て
同

「
な
ら
争

。
こ
れ
を
一一
.一段

に
分
て
ば
第

}
段

の
庶
子

↑

は
前
文

に
成

人
之
子

ε

い
ひ
、
下
女

に
菓
子

ご

い

へ

を
兄

に
謝

し
て
弟

を
指

せ

る
も

の
に
し

て
、
其
妻

の
出

た

る
ご
妾

の
出

た

る
左
を
問

は
ざ

る
な
b
。
次

に
第

二
段

の

ゆ

も

も

も

　

・
嫡
子
仁
は
第

一
段

の
庶
子
が
新

に
嫡
子
に
立
て
ち
れ
た
る
も
の
を
い
ひ
、
下
衣
の
無
昆
之
兄
は
此
庶
子

の
兄
℃
し



、

つ

マ

も

マ

て
、
即
ち
第

一
段

の
成
人
之
子
な
る
な
り
此
場
合
嫡
子
は
兄
弟

の
順
位
を
論
述
す
、
家
督
相
続
人
を
意
味
す

る
の

う

カ
も
コ
コ

も
エ
も
へ

み
。
而
し
て
第
三
段
の
嫡
子
侮

は
叉
第
二
段

の
そ
れ
ご
異
り
て
、
第

一
段

の
成
人
之
子
第

二
段
の
無
足
之
兄
を
指

す
も
の
な
り
。
此
嫡
子
は
先
き
に
家
督
相
続

人
た
り
し
も
の
な
鱈
ば
、
第
二
段
の
そ
れ
ε
同
意
義
な
レ

ざ
い
は
ん

も
、
其
時
兄
は
假

に
塵
嫡
せ
ら

れ
て
弟
が
新
に
嫡
子
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
こ
ご
な
れ
ば
家
督
柑
綾
人
を
指
す
も
の

ご
解
す

べ
か
ら
季
。
故
に
只
兄
弟

の
順
位
に
於

て
長
兄
を
意
味

す
&
な
す
を
妥
當
な
り
己
せ
ん
。

然
れ
ば
式
目
に
於
て
嫡
子
ε
構
す
る
に
は
二
義
あ
り
、
第

一
は
兄
弟

の
順
位
に
於
て
兄
を
意
味

し
、
第
二
は
家

督
相
続
人
を
意
味
す
。
從

っ
て
庶
子
も
亦
二
義
あ
り
、
第

一
は
弟
を
意
味
し
、
第
二
は
家
督
相
綾
櫻
な
き
諸
子
を

廣
く
意
味
す
ざ
看
做
さ
図
る
を
得
す
。

こ
れ
中
一L百
の
令
に
於
て
も
見
る
ξ
こ
ろ
な
る
が
、
令
に
は
此
他
別
に
嫡
妻

の
子
を
嫡
子
思
い
ひ
、
妾

の
子
を
庶
子

ご
い
ふ
の

一
義
を
在

せ
り
。
式
目
に
は
妻
妾

の
文
字
を
用
み
し
ε
こ
ろ
な
.

コ
ト
ガ

マ

き
に
め
ら
事
。
.第
二
十

一
條
の
事
書
に
妻
妾
得
二
夫
譲
↓
被
二
離
別
r
後
領
二
知
彼
所
領

一
否
事
ε
見
ゆ
お
は
即
ち
是

へ

も

も

も

な
り
。
然

る
に
其

僚
友
を
見

れ
ば
、
其

妻

こ

い
ひ
、
彼

妻

こ

い
ひ
、
何
れ
も
妻

の
事

を

い

へ
る
の
み
に
て
毫

も
妾

.

の
事

に
言
及

せ
.季

、
思

ふ
に
立

法
者

の
精
帥

は
妻

妾

の
別

に
重

き
を
置

か
季

、
事

書

に
妻

妾

ε

い

へ
る
は
只

語
呂

'

を
よ
く
す

る

の
外

何
等

の
.意
味

な
く
、
.妻

ε

い
ひ
妻

女

ε

い
ふ

ξ
異
ら
ざ

る
を
.知

る

べ
き

に
似

た
り
。

さ
り

ξ
て

式
目

に
所
謂

嫡
子

ε
庶
子

巴
が

妻

の
子

の
み
を
指

す
も

の
に
し

て
、
妾

の
子

を
指

さ

ゴ
り

し
に
あ

ら
す

、
寧

ろ
妻

妾

の
間

に
別

を
立
て
ざ

る
程
な

れ
ば
其

子

の
所

生

の
何

た

る
か
は
立
法
者

の
眼

中

に
な
か
り
し

ご
認
む

べ
き
理
由

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(二
)
.

第
十
巻

(第
三
號

四

ご

三
四
九

■

「



ノ

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(二
)
.

第
十
巻

(第
三
號

四
二
)

三
五
Q

あ
り
。
蓋
し
相
続
人

の
指
定
に
つ
き
被
相
続
人
の
意
志
が
絶
劃
に
愈
重
せ
ら
れ
π
る
當
時
に
あ
り
て
は
其
相
続
人

に
妻

の
子
を
以
.て
す

る
ε
妾
の
子
を
以

て
す
る
ε
は
被
相
続
人
の
任
意
に
し
て
、
式
目
.の
干
渉
す

べ
き
ε
こ
ろ
に

あ
ら
ざ
り
し
な
り
。
故

に
比
熱
に
於
て
は
前
章
に
説
け
る

「
般
的
の
意
味
の
愛
更
せ
ら
れ
し
跡
み
る
を
見
出

さ
申

次
に
養
子

に
關
.す

る
規
定
は
第
二
十
三
僚

の

一
條
あ
る
の
み
。
こ
れ
圭
ε
し
て
女
子
の
養
子
を
認

め
な
る
も

の

に
過
ぎ
季
。
同
僚
に
は
女
子
の
養
子
を
「
法
意
」
の
許

さ
ゴ
る
ご
こ
ろ
な
り
ご
い
へ
り
。
所
謂
「
法
意
」
ご
は
公
家
法

律
の
精
神
を
意
味
す
る
の
語
な
る
も
、
律
令
其
他
の
法
文
中
米
だ
こ
れ
に
該
當
す

る
規
定
あ
る
を
見
事
、
貞
永
式

も

ら

あ

セ

泪
の
註
繹
書
た
る
式
目
抄

に
は
本
皮
の
女
人
養
子
ε
あ
る
を
寡
婦
〔水
衣
寡
夫
に
作
る
も
意
を
以
て
改
む
)
の
養
子

ご
解
し
本
係
無
二
筋
交

一
ε
て
法
意
に
は
ゆ
る
さ
す
L

ε
い
ヘ
グ
。
真
意
女
子

の
養
子
を
許
す
の
明
文
な
き
が
故
に

こ
れ
を
許
さ
室
ε
い
ふ
の
み
。
假
b
に
其
明
文
な
し
ε
す
る
も
、
こ
れ
を
以
て
蓮
法
行
爲

の
論
撮
ε
な
す
に
於
て

は
正
に
明
丈
な
け
れ
ば
犯
罪
な
し
ε
の
法
の
原
則
に
背
戻
す

る
も
の
ε
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。
吾
妻
鏡
賢
治
二
年

七
月
十
日
條
に
、
雑
務
悠

々
有
二其
沙
汰

一激
経
等
勘
申
云
、
(中
略
)
次
妻
養
子
事
、
凡
女
人
者
元
二
宿
車

法
「
養
子

者
夫
不
・冤
之
外
、女
人
養
子
所

・不
レ
冤
也
云
々
ビ
見
え
た
り
。
こ
れ
に
擦
れ
ば
女
子
は
妻

を
意
味
し
、
妻
は
其
自

由
意
志
を
認
め
ら
れ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
夫

の
同
意
あ
る
に
あ
3
ざ
れ
ば
、
養
子
を
な
す
を
許
さ
す
ε
い
ふ
に
あ

り
。
何
れ
に
す
る
も
女
子

の
養
子
を
許
さ
す

`
は
法
律
に
明
文
あ
る
に
あ
ら
令
し
て
、
解
繹
上
よ
り
得
た
る
締
結

な
り
ε
の
黙
に
於
て

一
致
す
。

・

「

9



令
に
擦
れ
ば
、
女
子
は
通
例

一
家
の
戸
主
た
る
を
得
ざ

を
も
の
な
り
。
撚
れ
こ
も
月
令
に

「
凡
戸
内
欲

下
析
二
出

.口
】爲
モ
戸
者
、
非
二成
中
男
哨
及
寡
妻
妾
者
、
並
不
レ
合
レ析
、
憲
レ
分
者
不
レ用
二
此
令

」
こ
の

一
條
あ
り
て
、
寡
婦

の
戸
主
た
る

べ
き
場
合
を
認
め
な
b
。
既
に
戸
主
な
る
を
許
せ
ば
、
其
買
子
な
き
場
合

に
養
子
を
な
し
て
家
を
樫

が
レ
む
る
こ
オ
あ

る
べ
き
は
吉
ぶ
迄
も
な
く
、
令

の
規
定
に
撮
る
も
、
女
子
が
養
子
を
な
す
を
違
法
ε
看
做

ず
べ

か
ら
事
。
武
家
時
代
に
至
り
て
は
頼
朝
以
來
女
子
の
財
産
を
所
有
す

る
を
認
め
、
子
な
き
場
合
に
は
養
子
に
こ
れ

を
相
続

せ
し
む
る
を
例

ξ
し
た
り
し
は
前
章
に
説

き
し
ご
こ
ろ
な
り
。
故
に
式
目
に
於
て
は
所
謂
「
注
意
」
を
認
め

つ
、
も
「
不
易
之
法
」
「
先
蹤
惟
多
」
ε
し
て
女
子
の
養
子
を
認
め
た
り
。

所
謂
女
人
養
子
が
夫
あ
る
妻
の
養
子
を
意
味
す

る
か
、
將
た
寡
婦

の
そ
れ
を
意
味
す
る
か
、
將
た
又
未
婚

の
女

子

の
そ
れ
を
意
味
す
る
か
は
考
慮
す

べ
き
問
題
な
り
。
前
掲
吾
妻
鏡
の
説
く
ビ
こ
ろ
は
夫

の
存
生
中

に
於
げ
る
妻

の
義
子
な
り
、
妻
は
母

ε
し
て
は
夫
た
る
父
ご
共
に
親
権
を
行
ふ
を
認
め
ら
れ
、
特
有
の
財
産
を
所
有
す
る
こ
ε

を
認

め
ら

る
、
撚
れ
こ
も
妻
は
夫
あ
れ
ば
こ
触
に
服
従
す

る
を
義
務
ε
す
る
を
以
て
、
其
場
合

の
親
権
は
亦
夫
に

依

っ
て
行
使
せ
ら
る
、
を
例
ε
す

べ
く
、
其
財
産
は
亦
夫
婦
同
材
の
義
に
依
り
て
共
通
の
智
の
こ
な
り
、
.而
か
も

夫
に
依
っ
て
管
理
せ
ら

る
、
を
例
ご
す

ぺ
け
れ
ば
、
夫
の
存
生
中
其
財
産

の
み
を
相
続

せ
し
め
.ん
が
爲
め
に
養
子

を
な
す
が
如
き
事
有
り
得

べ
く
も
思
は
れ
ず
、
呪
ん
や
夫

の
意
志
に
反
し
て
こ
れ
を
行
ふ
に
於

て
を
や
。
故
、に
式

目
に
所
謂
女
人
は
多
く

の
場
合
夫
を
喪

へ
る
寡
婦
だ

る
べ
く
、
間

々
尼
の
如
き
未
婚

の
女
子
も
ζ
れ
あ
り
ご
解
し

論

説

鎌
倉
時
代
の
家
族
制
度
(二
)

第
+
巻

(第
三
號

四
三
ご

三
五
一



論

説

馨

聴

の
叢

製

三
)

.

第
+
巻

(第
三
號

四
巴

量

二

て
可
蹴
る
べ
し
。

相
続
に
つ
き
て
式
目
の
修
交
は
殆
ご
財
産

の
死
れ
に
限
ら

る

、
の
親
あ
る
も
、
濁
り
第
二
十
二
條
の
嫡
子
は
家

督
相
続
を
意
味
す

る
こ
ご
前

に
説
き
し
が
如
し
。

こ
れ
に
榛
れ
ば
、
親
は
初
に
兄
を
擧
げ
、
後
に
弟
に
代

へ
な
る

も

の
に
し
て
湘
式
目
は
其
財
産
相
続
に
つ
き
て
干
渉
す

べ
き
規
定
を
存
し
た
れ
、
(
そ
は
後
に
説
く

べ
し
〕家
督
相

続
人

の
指
定
其
物
に
向

っ
て
は
毫
も
更
改
す

る
ξ
こ
ろ
な
か
り
し
な
り
。
さ
れ
ば
家
督
相
続
人
に

つ
き
て
は
親

の

つ

任
意
指
定
す
る
ざ
こ
ろ
な
り
し
こ
ε
疑
ふ
の
鯨
地
な
し
。

次
に
逡
産
の
相
続
に
つ
き
て
も
、
式
目
第

二
十
係
は
子
が
遺
産
の
相
続
に
づ
き
て
親
の
意
志
表
示
を
な
せ
る
譲

、歌
〔遺
言
の
文
書
)
を
得
た
る
後
、

親
に
先
き
じ
つ
て
死
去

せ
る
場
合
に

其
遺
産
虎
牙
は
親

(本
文
前

に
は
父
母

及
び
子

こ
な
せ
る
も
後
に
至
b
て
父
阻
及
び
子
孫
ξ
な
ぜ
り
)
の
意
に
任
す

べ
き
を
規
定
し
、
「
真
子
難

レ
令
二
見

存
↓
至
レ令
二
悔
返
回者
、
有
二
何
妨

一哉
」
こ
い
ひ
ηて
子
の
生
存
中
な
り
ε
も
、
先
き
に
與

へ
し
讃
歌
を
取
消
す
も
妨

げ
争

`
い
へ
b
。
被
相
細
入
の
譲
状
に

つ
き
て
は
'こ
れ
を
幕
府
に
届
出
で

、
將
軍

の
承
認
を
純

べ
く
、
幕
府
は
こ

れ
に
向

っ
て
安
堵

の
下
交
を
下
附
す

べ
し
。
然
る
に
第
二
十
六
僚
は
親
が
此
安
堵

の
下
交
を
受
け
た
る
後
、
発
き

の
譲
然
を
取
消
し
て
更
に
他

の
相
細
入
を
指
定
す
る
場
合
は
、
後

の
譲
状
の
有
効
π
る
べ
き
こ
ε
を
規
定
し
て
被

相
続
人
の
最
後
の
意
志
表
示
を
以
て
有
効
な
り
ε
し
、
こ
れ
を
以
て
將
軍

の
承
認
に
も
封
抗
し
得

べ
し
ざ
な
せ
り
。

然
る
に
女
子
に
譲
興
せ
る
所
領

に
つ
き
て
は
女
子

の
父
母
の
意
に
葬

る
…

あ
り
.ε
も
、
こ
れ
を
取
戻
す
を
得

す
ε
の
読
あ
り
、
こ
れ
朝
廷
の
明
法
家

の
主
張
す

を

こ
ろ
に
し
て
、
其
理
由
は
女
子
が
婚
姻
す
れ
ば
其
父
母
よ

「■

h
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り
譲
ら
れ
な
る
所
領
は
夫
婦
国
財

の
義
に
依
り
て
、
夫
こ
れ
を
管
理
す

で

、
父
母
こ
れ
を
進
退
し
難
し
、
故

に

父
母
が
有
夫
の
女
子
に
庭

介
せ
る
財
産
は
、
顛
く
返
還
せ
し
む
る
を
得
す
ε
い
ふ
に
あ
り
。
こ
れ
亦
當
塒
の
明
法

家
に
通
有
な
り
し
淺
薄
に
し
て
不
修
理
な
る
法
理
論
κ
る
を
免
れ
季
。
何
ε
な
ら
ば
戸
令
は
妻
の
特
有
財
産
を
所

有
す

る
を
認
め
、
.夫
の
遺
産
を

分
配
す
る
に
際
し
て
も
、
妻
の
財
産
は
こ
れ
ε
混
同
せ
し
め
ざ
る
こ
ε
、
せ
b
。

而
し
て
子
は
父
母

に
謝
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
を
許
さ
れ
ざ
る
こ
ご
な
れ
ば
、
父
母
が
他
人
の
妻

こ
な
り
し
女
子

に
譲
興
せ
る
所
領
を
返
還
せ
し
む
る
こ
孟
は
.法
律
上
決

し
て
不
可
能
に
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。
呪
ん
や
未
婚

の
女
子

に
於
て
を
や
。

-

然
る
に
式
目
は
此
明
法
家
の
學
説
に
射
し
て
法
理
論
よ
り
こ
れ
を
辯
駁
す

る
を
敢
て
せ
参
親
子
聞
の
道
徳
上
北

學
説
に
從
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
説
き
て
曰
く
、
若
し
父
母
に
於
て
其
女
子

に
譲
.興
せ
る
所
領
を
取
戻

し
得
す
ご
せ
ば

女
子
は
不
孝

の
行
爲
を
憚

る
べ
か
ら
ざ
る
ざ
共
に
、
父
母
も
亦
女
子
に
斯
領
を
譲
興
す
る
を
好
ま
ぎ
る
に
至
る
べ

く
、
こ
れ
に
反
し
て
.父
母
の
取
戻
を
許
す

に
於
て
は
、
女
子
は
譲
妖
の
.取
潰
を
見
れ
ん
が
矯
め
に
孝
道
を
轟
く
す

べ
く
、
父
母
も
亦
慈
愛
の
思
を
均
し
く
す

べ
し
遣
い
ふ
に
あ
り
(
一
入
)
。

式
目
が
此
く
の
如
く
財
産
の
相
綾
に

つ
き
て
殆
ざ
絶
…射
的
に
父
母
の
任
意
庭
分
を
認
め
た
る
に
も
拘
ら
す

、
唯

一
の
除
外
例
ε
看
做
す

べ
き
規
定
を
第

二
十
二
條
に
見
出
す

べ
し
。
本
悠
に
於
て
は
親
が
成
長
せ
る
子
を
嫡
子
ε

し
て
幕
府
に
薦

め
其
動
勢
の
功
を
積

め
る
に
も
拘
ら
参
、
愛
情
の
爲
め
、
こ
れ
を
塵
し
て
弟
に
代

へ
、
且
う
兄
の

遺
産
の
分
配
よ
り
険
尽
せ
る
場
合
は
こ
れ
に
干
渉
し
て
新

町
立
て
た
る
嫡
子

の
得

分
を
割
き
、
其
五
分
の

一
を
兄

論

説

讐
蒔

代
の
家
族
調
度
三
)

第
+
巻

(第
三
號

四
五
)

一宝

三
.

「

曽

O
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論
.
読

響

時
代
の
家
族
制

二
〕

第
+
巻

(箏

一號

四
六
)

三
五
四

に
分
配
せ
し
む
る
こ
ご
を
規
定
せ
り
。
こ
れ
式
目
が
塵
嫡
の
兄
に
同
情
を
寄
せ
、
「
非
撮
之
至
」
な
る
父
母
の
庭

分

に
謝
し
て
救
済
す
る
の
意
に
出
で
し
も
の
に
外
な
ら
争
。
而
か
も
こ
れ

一
種
の
非
常
手
段
に
し
て
、
↓
幕
府
に
封

ぐ

う

し
て
動
勢

の
取
る
べ
き
も

の
.ぞ

(「
無

二
指
奉
公
】
三

父
母
の
意
に
乗
り
て
義
絶
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
此
救
済

に

く

預
る
こ
ご
を
得
率
(
二
一
こ
、
然
れ
ば
遺
産
相
続

に
當
り
て
も
親
は
子

に
劃
し
て
任
意

に
其
得
分
の
多
少
を
定
む
る

こ
.喜

得
、
又
或

る
も
の
に
は
ぞ

與

へ
ざ
る
こ
ご
を
も
得
た
り
し
な
り
。
而
し
て
所
領
な
き

も
の
は
令

御
家

人
た
る
資
格
を
峡
欠

に
至
る
こ
ξ
を
記
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
。

以
上
は
何
れ
も
父
母
{若

し
く
は
祀
父
母
)
が
遺
産
相
綾

に
關
す
る
意
志
を
譲
状
な
る
女
書

に
依
り
て
爽
示
せ
る

場
合

の
規
定
な
る
が
、
彼
等

の
中
に
は
往
々
疾
病
其
他
の
事
故
に
依

り
生
前
未
だ
譲
状
を
伶
製
す
る
に
及
ぱ
参
し

ミ
シ
ョ
ノ

ン
ノ

ア
ト

て
死
垂

れ
る
も
の
な
し
ε
芋

。
是
等
の
所
領
を

「未
腱
分
跡
」
ε
い
ひ
、
式
目
は
幕
府
が
こ
れ
に
謝
し
て
適

宜
分
配
を
な
す
こ
ご
を
規
定
せ
ヴ
。
而
し
て
此
場
合
に
於

て
分
配
額

の
標
準
た
り
し
も
の
二
あ
り
、

厩

暴

公

之
淺
深
L

に
し
て
、
二
は

「
器
量
之
堪
否
」
な
b

(二
七
)
。
前
者
は
父
母
の
遺
産
分
配
に
預
る
べ
き
相
綬
人

の
間

に
於
て
幕
府
に
封

ず
る
勤
功
の
程
度
を
詮
衡
す

る
も
の
に
し
て
・
.第
二
+
二
條

雰

配
に
漏

れ
た
る
児

島

す

る
.

同
情
が
其
助
勢

に
あ
b
た
る
ご
、
奉
溌
の
見
る

べ
き
も
の
な
く
ば
救
済
を
與

へ
ざ
る
ε
は
井
ぴ
に
式
目

の
精
神
の

.

存
す
る
ε
こ
ろ
を
説
明
す
。
後
者
は
御
家
人

ε
し
て
の
才
幹
の
利
鈍
を
護
衛
す
る
も
の
に
し
て
、
其
結
果
有
能
者

.

に
厚
無

能
者
に
導

せ
ん

喜

る
も

の
、
こ
れ
を
前
者
に
参
照
し
て
、
壽

の
御
家
湘
に
卦
す
る
方
針
を
窺
ふ

べ
き
屈
寛

の
資

料
た

ら
肇

ん
ぱ
あ
ら
市
。

,

,

・


